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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年10月1日(2020.10.1)

【公表番号】特表2016-523529(P2016-523529A)
【公表日】平成28年8月12日(2016.8.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-048
【出願番号】特願2016-518592(P2016-518592)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   1/12     (2006.01)
   Ａ０１Ｈ  13/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ   7/64     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ  33/12     (2016.01)
   Ａ２３Ｌ  33/115    (2016.01)
   Ｃ１１Ｂ   1/10     (2006.01)
   Ｃ１１Ｂ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  36/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/99     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ   8/36     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/201    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/202    (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   5/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   5/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  36/05     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ    1/12     　　　Ｃ
   Ｃ１２Ｎ    1/12     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ    1/12     　　　Ｂ
   Ａ０１Ｈ   13/00     　　　　
   Ｃ１２Ｐ    7/64     　　　　
   Ａ２３Ｌ   33/12     　　　　
   Ａ２３Ｌ   33/115    　　　　
   Ｃ１１Ｂ    1/10     　　　　
   Ｃ１１Ｂ   11/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   36/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/99     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/36     　　　　
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   Ａ６１Ｑ   19/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/20     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/201    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/202    　　　　
   Ａ６１Ｑ    5/02     　　　　
   Ａ６１Ｑ    5/12     　　　　
   Ａ６１Ｑ   19/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/10     １０１　
   Ａ６１Ｐ   19/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/24     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/16     　　　　
   Ａ６１Ｋ   36/05     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年8月7日(2020.8.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
　さらなる例示的な実施形態において、本明細書中のいずれかの実施形態の藻類は、緑藻
植物門、例えばZynematales（例： Zygnema、Closterium、およびNetrium）、Codials（
例： Codium fragile、Helimida opunta、およびCaulerpa）、Bryopsis plumosa（例： B
ryopsis、Pseudobryopsis、Bryopsidella、Derbesis、およびPedobesia）、Acetabularia
 Ryukyuensis（例： Acetabularia Ryukyuensis、Halicoryne wrightii、Neomeris annul
ata、Cymopolia van bossei、Bornettella ovalis、およびAcetabularia calyculus）、S
iphonocladales（例： ValoniaceaeおよびBoodleaceae）、Cladophora（例： Anadyomene
 writii、Cladophora、Cladophora sauteri、およびChaetomorpha）、Ulva（例： Ulvaお
よびFnteromorpha）、Ulotrichales（例： Acrosiphoniaceae、Collinsiellaceae、Monos
tromaceae、およびChlorocystidaceae）、Prasiola、Chlorella、Chlorococcales（例： 
PediastrumおよびHydrodictyon）、Aurantiochytrium（例： Aurantiochytrium limacinu
m）、Nannochloropsis（例：：Nannochloropsis oculata）、Nitzchia、Chlamydomonas（
例： Chlamydomonas reinhardtii）、ならびにVolvocales（例： Chlamydomonus、Pandor
ina、Pleodorina、およびVolvox）が使用可能である。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８３】
　さらなる例示的な実施形態において、藻類の属は、Thraustochytrium、Chlamydomonas
、Nitzchia、NannochloropsisおよびAurantiochytriumからなる群より選択されるもので
もよい。さらなる例示的な実施形態において属は、Aurantiochytriumでもよい。さらなる
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例示的な実施形態において属は、Nannochloropsisでもよい。さらなる例示的な実施形態
において属は、Chlamydomonasでもよい。さらなる例示的な実施形態において属は、Nitzs
chiaでもよい。
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